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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公表番号】特表2015-514857(P2015-514857A)
【公表日】平成27年5月21日(2015.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2015-034
【出願番号】特願2015-508961(P2015-508961)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/6592   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/02     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/00     ５１０　
   Ｃ０８Ｆ    4/6592   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）連結化合物と接触する担体物質、及び
　ｉｉ）２以上の芳香族基を有し、２以上の該芳香族基がそれぞれ芳香族基に１以上の極
性一塩基性基を有する多官能性化合物、
を含む活性剤前駆体組成物であって、該連結化合物が有機金属化合物、非有機金属化合物
又はそれらの混合物であるが該有機金属化合物がアルミニウムを含まない活性剤前駆体組
成物。
【請求項２】
　アルミノキサン及び請求項１記載の組成物を含む組成物。
【請求項３】
　前記担体物質がシリカ、アルミナ、又はシリカ‐アルミナであり；
　前記多官能性化合物の極性一塩基性基が水酸基、チオール基、又は二級アミノ基である
；
請求項１又は２記載の組成物。
【請求項４】
　前記担体物質がシリカであり；
　前記多官能性化合物の極性一塩基性基が水酸基である；
請求項１又は２記載の組成物。
【請求項５】
　前記多官能性化合物が、４，４’‐エチレンジフェノール、４，４’‐メチレンビス（
２，６‐ジ（ｔｅｒｔ‐ブチル）‐フェノール）、又は１，３，５‐トリメチル‐２，４
，６‐トリス（３，５‐ジ（ｔｅｒｔ‐ブチル）‐４‐ヒドロキシベンジル）ベンゼンで
ある請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　前記連結化合物が、式：
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　ＭＲ1
sＱt-s

を有する有機金属化合物であり、式中、ＭはＭｇ、Ｓｃ、Ｙ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｖ、Ｎ
ｂ、Ｔａ、Ｚｎ、Ｂ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｎ及びそれらの混合物から選択される金属原子を表
し；Ｒ1は同じであるか又は異なってもよく、且つＣ1‐Ｃ20ヒドロカルビル基を表し、該
ヒドロカルビル基のベータ炭素はＳｉで置き換えられてもよく；Ｑはヘテロ原子又はヘテ
ロ原子含有有機基を表し、該ヘテロ原子は該ヘテロ原子を介してＭに直接結合し；ｔはＭ
の原子価を表し、ｓは２≦ｓ≦ｔである数である、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項７】
　前記連結化合物が、式：
　Ｍ1Ｑ1

t

で表される非有機金属化合物であり、式中、Ｍ1はＭｇ、Ａｌ、Ｓｃ、Ｙ、Ｔｉ、Ｚｒ、
Ｈｆ、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｗ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｂ Ｇ
ａ、Ｉｎ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｅｒ、Ｙｂ、Ｌｕ及びそれらの混合物
から選択される金属原子を表し；Ｑ1は同じであるか又は異なってもよく、且つヘテロ原
子又はヘテロ原子含有有機基を表し、該ヘテロ原子又は該ヘテロ原子含有基は該ヘテロ原
子を介してＭ1に直接結合し；ｔはＭ1の原子価を表す、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項８】
　前記多官能性化合物が、式：
　Ｅ（ＡｒＪＨ）g

で表され、式中、
　Ｅが有機部、原子又は結合；
　Ａｒが芳香族部；
　Ｊが極性原子又は極性基；
　Ｈが水素原子；及び
　ｇが２以上の整数、
である、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項９】
　前記アルミノキサンがメチルアルミノキサンであり、且つ／又は、前記多官能性化合物
が４，４’‐エチレンジフェノール、４，４’‐メチレンビス（２，６‐ジ（ｔｅｒｔ‐
ブチル）‐フェノール）若しくは１，３，５‐トリメチル‐２，４，６‐トリス（３，５
‐ジ（ｔｅｒｔ‐ブチル）‐４‐ヒドロキシベンジル）ベンゼンである、請求項８記載の
組成物。
【請求項１０】
　ＭＲ1

sＱt-sがＭｇＥｔ2、ＭｇＥｔＢｕ、ＭｇＢｕ2、ＭｇＢｕＯｃｔ、ＭｇＯｃｔ2、
ＺｎＭｅ2、ＺｎＥｔ2又はＺｒ（ＣＨ2Ｐｈ）4である、請求項６記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｍ1Ｑ1

tがＭｇＣｌ2、ＭｇＦ2、ＡｌＣｌ3、ＡｌＦ3、ＳｉＣｌ4、ＳｉＭｅＣｌ3、Ｓ
ｉＭｅ2Ｃｌ2、Ｔｉ（ＯＥｔ）4、Ｔｉ（ＯＢｕ）4、Ｔｉ（ＮＭｅ2）4、Ｔａ（ＮＭｅ2

）5又はＺｒ（ＮＭｅ2）4である、請求項７記載の組成物。
【請求項１２】
　不活性な無水環境において、活性剤前駆体組成物が形成するように、
　ｉ）連結化合物と接触する担体物質、及び
　ｉｉ）２以上の芳香族基を有し、２以上の該芳香族基がそれぞれ芳香族基に１以上の極
性一塩基性基を有する多官能性化合物、
を合わせて一緒にすることを含む活性剤前駆体組成物を形成させる方法であって、該連結
化合物が有機金属化合物又は非有機金属化合物であるが該有機金属化合物がアルミニウム
を含まない方法。
【請求項１３】
　不活性な無水環境において、
　ｉ）担体物質及び連結化合物を接触させることにより、連結処理担体を形成させること
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、
　ｉｉ）該連結処理担体を、
　　ａ）２以上の芳香族基を有し、２以上の該芳香族基がそれぞれ芳香族基に１以上の極
性一塩基性基を有する多官能性化合物と接触させて、混合物を形成させ、次に該混合物を
アルミノキサンと接触させること、又は
　　ｂ）アルミノキサンと接触させて、混合物を形成させ、次に該混合物を、２以上の芳
香族基を有し、２以上の該芳香族基がそれぞれ芳香族基に１以上の極性一塩基性基を有す
る多官能性化合物と接触させること、又は
　　（ｃ）多官能性化合物の一部と接触させて、第１混合物を形成させ、該第１混合物を
アルミノキサンと接触させて、第２混合物を形成させ、該第２混合物を更なる多官能性化
合物と接触させること、
を含む活性剤組成物を形成させる方法であって、
該多官能性化合物が２以上の芳香族基を有し、２以上の該芳香族基がそれぞれ芳香族基に
１以上の極性一塩基性基を有する多官能性化合物である方法であって、
該連結化合物が有機金属化合物又は非有機金属化合物であるが該有機金属化合物がアルミ
ニウムを含まない方法。
【請求項１４】
　前記アルミノキサンがメチルアルミノキサンであり、且つ／又は、前記多官能性化合物
が４，４’‐エチレンジフェノール、４，４’‐メチレンビス（２，６‐ジ（ｔｅｒｔ‐
ブチル）‐フェノール）若しくは１，３，５‐トリメチル‐２，４，６‐トリス（３，５
‐ジ（ｔｅｒｔ‐ブチル）‐４‐ヒドロキシベンジル）ベンゼンである、請求項１３記載
の方法。
【請求項１５】
　前記連結化合物が、有機アルミニウム化合物と前記有機金属化合物の混合物、又は有機
アルミニウム化合物と前記非有機金属化合物の混合物を更に含む、請求項１記載の組成物
。
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